
PowerPointによるクイズ教材の作成

担当：高橋参吉（NPO法人 学習開発研究所）

実習内容
 スライド教材の構成
 スライド作成、画像の挿入
 動作ボタンの設定
 効果音の挿入
 演習課題

引用・参考文献
高橋参吉編著、高橋朋子、下倉雅行、小野 淳、田中規久雄：教職・情報機器の操作
～ICTを活用した教材開発・授業設計～、(3章3節）、コロナ社（2021.2）. 1



クイズ教材の例（引用・参考文献、p.92～p.98)
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問題の要素とスライド

クイズ教材を作成するためには、
問題、画像
解答、解説

の要素、問題や解答に対応するスライ
ドなどが必要である。

 「問題」スライド
問題文、解答 1 と解答 2および
画像からなる。

 「正解」「不正解」(解答）スライド
正解なら○、不正解なら×を表
示し、同時に問題の解説も表示
する。

 「終了」スライド
最終問題のつぎにあるボタンを
押すと、プレゼンテーションが終
了する。
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スライドの構成

4

 「問題」「正解」「不正解」「終了」のスライドは、関連付けされている。

 「問題」スライドで正解のボタンを押すと、「正解」スライドに移動する。

不正解のボタンを押すと、「不正解」スライドに移動する。

 「正解」「不正解」のスライドには、つぎの問題（あるいは、終了）へ移動するボタンがある。



スライドの作成、画像の挿入

 「問題」「終了」「正解」「不正解」の4 枚のスライドの文書およ
び画像の部分を作成する。

3 番目の「正解」スライドに「○」、4 番目の「不正解」スライド
に「×」を貼り付ける。

 「○」「×」の画像は、［挿入］タブの［図］グループの［図形］を
選択し、「基本図形」を利用して作成する。

 「○」の画像

「基本図形」の［円：塗りつぶしなし］を選択して、「○」を
描き、スライドに貼り付ける。

 「×」の画像

「基本図形」の［十字形］を選択して十字を作成し、その
図形を45 度回転させて「×」を作成する。
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動作ボタンの設定

スライドをハイパーリンクさせるために、動作ボタンを設定する。

 「問題」スライドで、［挿入］タブの［図］グループから［図形］を選択する。

 ［動作設定ボタン（進む/次へ）］を選択して、動作ボタンを作成する。

 ［オブジェクトの動作設定］ダイアログが表示される。

ハイパーリンクするための［スライド］を選択する。

「正解」の場合は、「正解」スライドの［スライド3］を選択する。

「不正解」の場合は、「不正解」スライドの［スライド4］を選択する。

2番目の「終了」スライドでは、終了ボタンを作成する。

 ［オブジェクトの動作設定］ダイアログで、

ハイパーリンクの［スライドショーの終了］を選択する。
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効果音の挿入

「正解」のスライドのサウンドの設定

 「問題」のスライドにおいて、「正解」の動作ボタン
を選択する。

 ［挿入］タブの［リンク］グループの［動作］を選択
し、［オブジェクトの動作設定］ダイアログを開く。

もしくは、図を選択して、右クリックで［リンク
の編集］を選択する。

 ［オブジェクトの動作設定］ダイアログが表示され
る。

 ［サウンドの再生］にチェック（✓）を入れて，「正
解」に対応させた適切な音（＊）を選択する。

＊図では、［サウンドなし］に設定されているが、
正解の場合は、例えば、 「喝采」など
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課題演習（１）

右図のようなクイズ教材で、
間違えば，もう1 回やりなお
すように「正解」「不正解」の
スライドを作成して教材を作
成してみよう。
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演習課題（２）
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演習課題（１）で作成したクイズ教材
で、下の図のような表紙を付けよう。

動作ボタン以外をクリックしても、動
作しないように設定してみよう。

スライドショーの設定で、 「Escキーが押される
まで繰り返す」にし、「自動プレゼンテーション」
にしてみよう。

スライドショーの設定
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